
10.高寒性樹種の病虫害防除

<モミ例主要病害の発生環境と防除?

1.試験抱当者
本均保護部細耕究室 魚 住 正 ほか

北 闻支堤保玻部樹病研究室 松 題清 — 母か

木宜分縮保適研究室長 浜 武 A
試験目的

ウラジロモミ・シラべ造林地に若いて,かんしゅ糖お、よびてんく ・す病の激害林が発見され, 

こんど,亜高山地带の造林が進むにつれて大き左障害となることが予想される。したがって 

これら主妥病害の病原菌について生理,生態的性質おXぴ,碱発生に関与する游瓊揽因子 

の究明を行ない.道切なる防除法の確立を目的とする。

3.昭和4 5年度の経過とえられた結果

。本堪

富士山を中心とする議秀にXリ次の睹点が明らかに左った〇

1・がんしゅ病,てんぐす病・アデワブス落葉耕,先枯病,黑粒がんしゆ病およびRhab- 

doc] i ne【てよる落羨性新病芻が主たる病害であり,とく忙がんしゅ病とてんぐす病 

の核客が大きい。

2. 力:んしゅ病は富士山東甫斃の燉多雨抱域に多く ,また時期的な低温と関係する。

3. てんく・す病は富士山北側に多く,主辞の被害木は成木のみこみが左い。

4. 黒粒がんしゅ病はシラベの天然性稚規は発生し,落位左環境下に多舜する。

5. 港袤性折病害の病原歯は新種であることが明らかとなった〇

6. モミ先沽病斑ば新属,沂秘と考えられる。

。北海道支期

1. トドマツがんしゆ病留は,外観健全なI"ドマッ造林木の桂皮や菊疫に潜在悠染をお、こ 

しているという作梁仮説を分離並您剝皮試跋により実SEした»

2. トドマツ天ぐ巣病萌の界株宙生株皎確認できな歩ったが大沼の試駿池では少くとも2 
〜3年讷から新たな発病がみとめられない。

3・ミクUベラ枝枯病による被害の実態謂査を壮瞥と喜茂別で行なった結果1.2年枝の約 

24 が悟死又は罹病していたことカ|知られ,今後の生・艮に不安がある。本病の発生環 

境としてある穂の欠建的因子が強く働いているのではないかと考えられ〇〇

。木曾分圾

ウラジけモミのてんぐす病の穽生頂境,被害状況,病隽微など忙附る調査佛究を.こ 

ない,この说妥を明らかにすることができた。ウラジロモミの芽枯病【てついては被罟状況,
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病標微,接種試策をおこない.はヾ树の実態を明らかにした〇

4.昭和4 6年度の試験計画

〇本 場

1. 富士山忆設定した跋•教区にち、けるかんじゅ病発病幡を継続する。

2. モミ先枯病瑟の所棋を決定し,正式に宜敝する。

。北海道支圾

1. カ・んしゅ病:夹孰的に潜在感染をおこさせ,茵の生存壕式を解剖的に明らかにする。

2. 天ぐ巣病:異株寄生株の確恐,さび胞子の劎腕学的理察

3. 枝枯詞:病原茵の生活史,発病と環境条件忙ついての実竣

〇木竹分場

4 5年度までの蔑禿研究ですだ明らか忆できなかった接種試!^てよる病微発生状況をミ 

ミナグサ上の小生子を用いて実施ナる。
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高寒性樹種の病虫害防除

<トドマッアブラムシの防除)

1. 試験担当者
北海道支埃線我部昆虫研究室長 山口 博昭ほか

2. 試験目的
アフ・ラムシの分布,寄生のひろがり方,做体故の通動踏,せ生の林木の生長忙およぼす 

聞を究明,披害発生の予察,防除時期の決定,防除方法の確立をはかる。

3. 昭和,】5年度の経過とえられた結果

1. トドマツオオアブラの知玄的発生型,套生臻境の潤奏をもとに核害よりみた危険圮帯の

艳成区分を行なった〇

2. トドマッ程坡後のアプラ厶•ンの侵入,密生のひろがり方,寄生の林水の生育に斉よほす 

齢蓉を明らかにしな〇

3. 個体徴の敬恍,気象,天敵答との関係を解明しな〇

4. 浸迅性有機焼剤による防除法を確立し知

4. 昭和4 6年度の洩験計画

被害の発生を抑馴,もしくは定波するための细方法など林業的防涂法,天斂を利用した 

生物的防除法,さらにこれらに寇刁鶴の磯剤防除を招入れた各種防除法の体系化び検討
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高寒性樹種の病虫害防除

パイ〇ットフォレストを中心とする北海道束動方における) 

カラマツ造林木の生長阻咎»枯死斑因の解明

1. 試験担当者
北湖支块造林都長 土井恭次ほか

2. 試験目的
昭和4 3. 4 4年産ブロック協謎会で帯広常林局カラマツ落業病対策の提案があった〇こ 

のため早急に生長阻害の解析を行をい,防除方法Q経済的な効果利定の基礎をつかむ必芙が 

ある。一方パイロットフォレストの一前に蜻生した枯損現象が,何て蓬因するか不明で早急 

忆その桀明か耍請された。

このためバイ〇ットフォレストのカラマツ枯損原因を解明し,また港矣險除法の経済的 

効果判定を行ない.道東終方(ておけるカラマツ大面技造褪の嫁該対策を理立する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

⑴ パイロットフォレストの枯死原因の解明

赦回にわたる現均綢点の結果,カラマツの枯癡は,土泣条件や病虫害が点接的原因では 

をいことが强ヾ明らかとなった。枯砌生地煥の谶低気讽の分布,芯書木の解剖的所見K 
上ると龚,秋期における低温卷が一次的原因ではないかと淮定された。

(2)カラマツ落潮防除法の强済的効果帳

計顽4てしたがい中標津営林署寿内に歟を設定,莫剤救布区と比菽区を設定した〇せた 

各区の生長状熊,被害を,落荚代などを翘吏した〇

4. 昭和4 6年度の試験計画

(1) パイロットフォレストの枯死原因の解明

菸罟発生時期と目される春秋2煽て設ける很低高気温分右および林内気坦分布,磚体温 

度却測

病害カ:一次原因で左いことを立征する接埼恕

カラマツ十ッパキクイの二次的被害発生状況調査

(2) カラマツ落糞礙除法の経済的効果判定

2年目の立木の生長と港築病究生状態の帷
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